
ギ
ャ
ル
文
化
は
21
世
紀
の

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
か
？

20
世
紀
冒
頭
の
1
9
0
1
年
1
月
、
ア

メ
リ
カ
の
テ
キ
サ
ス
州
で
大
油
田
発
見
。

翌
2
月
、
日
本
で
は
官
営
八
幡
製
鉄
所
第

1
号
溶
鉱
炉
の
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
た
。

世
界
の
列
強
が
工
業
化
に
突
き
進
む
中
、

豊
か
に
な
っ
た
市
民
の
間
で
大
流
行
し
た

の
が
ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
だ
。

新
し
い
芸
術
と
翻
訳
さ
れ
る
が
、
華
麗

な
装
飾
文
化
は
建
築
や
日
用
品
に
ま
で
及

ん
だ
。
例
え
ば
、
階
段
の
手
す
り
は
水
流

の
よ
う
な
曲
線
で
作
ら
れ
、
先
端
は
つ
る

草
へ
と
変
化
。
机
上
に
幻
想
的
に
光
る
キ

ノ
コ
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
が
当
時
の
先

端
技
術
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
電
灯
だ
。

　

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
、
文
明
開
化
の

日
本
で
も
大
き
く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、

流
行
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
第
一
次

世
界
大
戦
を
境
に
、
工
業
技
術
は
生
産

性
と
低
コ
ス
ト
を
追
求
。
デ
ザ
イ
ン
に
も
、

シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
も
の
が
求
め
ら
れ

た
か
ら
だ
。
20
世
紀
は
、
そ
う
し
た
“
モ

ダ
ン
”
が
支
配
し
た
時
代
と
も
い
え
る
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
本
当
に
シ
ン
プ
ル

が
好
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
最
近
、
人
類
に

お
け
る
装
飾
の
意
味
を
考
え
さ
せ
る
研
究

が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
ギ
リ
シ
ャ
文

明
と
い
え
ば
白
亜
の
建
造
物
や
大
理
石
の

白
い
彫
像
が
連
想
さ
れ
る
が
、
大
英
博
物

館
の
調
査
研
究
に
よ
れ
ば
、
古
代
に
は
エ

ジ
プ
シ
ャ
ン
・
ブ
ル
ー
と
い
う
目
の
覚
め

る
よ
う
な
青
を
中
心
に
、
赤
、
紫
、
緑
、

黄
な
ど
で
華
麗
に
彩
色
さ
れ
て
い
た
。
同

様
の
研
究
は
日
本
で
も
進
ん
で
お
り
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
極
彩

色
の
東
大
寺
大
仏
殿
な
ど
を
ご
覧
に
な
っ

た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

人
間
は
本
来
「
飾
る
の
が
大
好
き
」
な

生
き
物
な
の
だ
。
人
類
進
化
学
の
研
究
に

よ
る
と
、
ヒ
ト
が
他
の
動
物
と
大
き
く
異

な
る
の
は
「
自
分
」
と
「
他
の
者
」
の
区

別
が
明
確
な
こ
と
。
他
人
か
ら
見
ら
れ
る

自
分
を
意
識
し
た
と
き
、
飾
る
と
い
う
行

為
は
始
ま
っ
た
。
最
初
は
他
部
族
と
区
別

す
る
た
め
に
行
っ
た
入
れ
墨
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
が
豊
か
さ
を
喜
び
合
う

装
飾
や
、
先
祖
を
崇
拝
す
る
た
め
の
装
飾

へ
と
進
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ

ン
の
行
き
詰
ま
り
が
指
摘
さ
れ
る
た
び
に

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
は
リ
バ
イ
バ
ル
し
た

が
、
い
ま
世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
ト
レ
ン
ド
の
一
つ
が
日
本
の
ギ
ャ
ル

文
化
だ
。洗
練
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、モ
ー

ド
が
失
っ
た
色
彩
に
溢
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
。高
く
盛
り
上
げ
た
髪
。携
帯
電
話
だ
っ

て
自
前
の
「
デ
コ
電
」
で
あ
る
。

ア
ー
ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
か
ら
1
世
紀
。
シ

ン
プ
ル
と
デ
コ
の
間
を
ゆ
れ
動
い
た
ト
レ

ン
ド
は
、
ど
こ
に
向
か
う
の
だ
ろ
う
か
。
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日本と世界をつなぐ「情報の生命線」

海底ケーブル新時代
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[特集] 日本と世界をつなぐ「情報の生命線」 海底ケーブル新時代

1994年、宮崎県宮崎市に陸揚げされる第５太平洋横断ケーブルネットワーク（TPC-5CN）

海底から引き揚げられた、日本初の海底電信線の実物（KDDI国
際通信史料館所蔵）（写真右）
1871年、日本で最初の海底電信線が敷設された長崎の小ケ倉
千本に建設された大北電信会社の海底線陸揚庫。陸揚庫は、陸
揚げされた海底電信線を国内の陸線と接続するところ（左）
海底線陸揚庫の中の予備通信席（左下）
英仏間を結ぶドーバー海峡での世界初の海底電信線の敷設工事

（1851年、Illustrated London News）（右下）

Special Feature

１
６
０
年
以
上
に
わ
た
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
歴
史
は
、技
術
革
新
の
連
続
だ
っ
た
。

そ
の
あ
ゆ
み
を
、日
本
を
中
心
に
振
り
返
る
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
読
み
解
く

海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
変
遷

米ロングラインズ号から神奈川県二宮へ陸揚げされる、日米間初の
海底同軸ケーブル第１太平洋横断ケーブル（TPC-1）。その下の写
真は、TPC-1の開通式

１
９
８
９
年
。太
平
洋
初
の

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル「
T
P
C-

3
」開
通

Ｋ
Ｄ
Ｄ
は
70
年
代
半
ば
か
ら
、
最
も
将

来
性
の
あ
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
通
信
の
手
段

を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
と
見
据
え
、
メ
ー
カ
ー

各
社
と
と
も
に
、
国
際
的
な
競
争
力
の
あ

る
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
研
究
・
開
発
を
続

け
て
き
た
。
そ
の
結
晶
が
、
1
9
8
9
年

に
開
通
し
た
太
平
洋
初
の
光
海
底
ケ
ー
ブ

ル
、「
第
3
太
平
洋
横
断
ケ
ー
ブ
ル
」（
Ｔ

Ｐ
Ｃ

－

3
）
で
あ
る
。
電
話
3
7
8
0
回

線
を
実
現
し
た
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
実
用

化
に
は
、
多
く
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

信
号
が
流
れ
る
髪
の
毛
ほ
ど
の
細
さ
の

光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
主
に
石
英
で
で
き
て

い
る
た
め
折
れ
や
す
い
。
ま
た
、
光
海
底

ケ
ー
ブ
ル
は
中
継
器
に
電
力
を
供
給
し
な

が
ら
、
塩
害
や
腐
食
、
浅
海
で
の
漁
労
・

漁
具
に
よ
る
破
損
、
そ
し
て
日
本
海
溝
の

最
深
部
で
は
約
１
㌧
に
も
な
る
水
圧
か
ら

敷
設
し
た
。
80
年
代
、
衛
星
と
ケ
ー
ブ
ル

の
比
率
が
約
6

：4
だ
っ
た
国
際
通
信
は
、

船
舶
や
移
動
体
な
ど
の
通
信
を
除
き
、
ほ

ぼ
す
べ
て
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
使
う
時
代

に
な
り
、テ
レ
ビ
か
ら
も
「
衛
星
生
中
継
」

と
い
う
文
字
が
消
え
る
こ
と
に
な
る
。

光
波
長
多
重
技
術
で
は
、
端
局
装
置
の

性
能
が
改
善
さ
れ
る
と
、
伝
送
で
き
る

容
量
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
の
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
だ
。
2
0
0
0
年
に
開
通
し
た

「
C
h
i
n
a-

U
S
」は
容
量
80
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
。

翌
年
に
開
通
し
た
「
Ja
p
a
n-

U
S
」

で
は
6
4
0
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
に
、
2
0
1
0
年

開
通
の「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」で
は
さ
ら
に
4

・

8
Ｔ
ｂ
ｐ
ｓ
（
Ｔ
＝
テ
ラ
は
１
兆
）
へ
と

激
増
し
て
い
る
。

そ
し
て
今
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
、
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
進
化
を
一
段
と

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

主
役
の
座
を
い
っ
た
ん
電
波
に
譲
る
。

日
米
間
の
国
際
電
話
も
、
60
年
代
ま
で

は
短
波
で
賄
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
回

線
数
が
限
ら
れ
、
雑
音
や
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ

が
多
く
、
品
質
も
安
定
し
な
い
た
め
、
新

た
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
待
た
れ
て
い
た
。

海
底
ケ
ー
ブ
ル
が

再
び
国
際
通
信
の
主
役
に

1
9
6
4
年
6
月
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
（
現
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
）
と
米
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
は
、
日
米
間
初
の

海
底
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
「
第
１
太
平
洋
横
断

ケ
ー
ブ
ル
」（
Ｔ
Ｐ
Ｃ

－

１
）
を
開
通
さ

せ
る
。
電
話
1
3
8
回
線
分
を
同
時
に
賄

え
、
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
再
び
国
際
通
信
の

主
役
に
返
り
咲
く
。

だ
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｃ－

１
の
容
量
は
す
ぐ
に

逼
迫
し
、76
年
に
は
Ｔ
Ｐ
Ｃ－

2
（
8
4
5

回
線
）
が
完
成
す
る
。
こ
れ
以
上
の
容
量

増
加
に
は
、
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
よ
り
太
く

す
る
か
、
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
し
か
な
い
。

同
じ
こ
ろ
研
究
が
始
ま
っ
て
い
た
の
が
、

人
工
衛
星
を
使
っ
た
衛
星
通
信
と
、
光
フ

ァ
イ
バ
ー
を
使
っ
た
全
く
新
し
い
形
の
海

底
ケ
ー
ブ
ル
通
信
で
あ
っ
た
。

フ
ァ
イ
バ
ー
１
本
に
つ
き
、
一
つ
の

信
号
し
か
乗
せ
ら
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
光
を
光
の
ま
ま
増
幅

で
き
る
「
光
増
幅
方
式
」
が
中
継
器

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
こ
の
概
念
が
覆
る
。
つ
ま
り
、

始
点
と
終
点
（
端
局
）
の
装
置
で
波

長
の
異
な
る
光
の
や
り
取
り
が
で

き
れ
ば
、
1
本
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

何
重
も
の
信
号
（
情
報
）
を
乗
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
「
光

波
長
多
重
」
技
術
で
あ
る
。

1
9
9
5
年
に
開
通
し
た
「
第

5
太
平
洋
横
断
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
Ｔ
Ｐ
Ｃ

－

5
Ｃ
Ｎ
）
で

は
、
光
増
幅
方
式
を
中
継
器
に
用
い

る
こ
と
で
、
電
話
6
万
回
線
相
当
×
2
波

×
2
本
の
大
容
量
を
実
現
す
る
。
故
障
な

ど
の
際
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
、
も
は
や
衛

星
通
信
で
は
代
替
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
容

量
と
な
り
、
同
じ
ス
ペ
ッ
ク
の
海
底
ケ
ー

ブ
ル
を
北
回
り
、
南
回
り
と
ル
ー
プ
状
に

モ
ー
ル
ス
符
号
に
よ
る
「
ト
ン
・
ツ
ー
」

で
あ
る
。
当
時
の
海
底
電
信
線
の
構
造
は
、

銅
線
を
樹
脂
で
覆
い
、
そ
の
周
り
を
鉄
線

で
補
強
し
た
も
の
だ
っ
た
。

世
界
中
に
海
底
電
信
網
が
広
が
っ
て
い

っ
た
20
世
紀
の
初
め
、
短
波
に
よ
る
無
線

電
話
が
発
明
さ
れ
る
。
1
9
2
7
年
に
米

英
間
で
始
ま
っ
た
長
距
離
国
際
電
話
も
、

短
波
無
線
を
使
用
し
て
い
た
。
電
話
が
海

を
渡
る
に
は
、
海
底
用
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
と

中
継
器
の
開
発
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
こ
で

海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
、
国
際
通
信
に
お
け
る

年
代
の
中
ご
ろ
か
ら
急
拡
大
を
遂
げ
る
。

そ
の
立
役
者
と
い
え
る
の
が
「
光
増
幅
」

技
術
で
あ
る
。

本
来
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
は
、
波
長
の
異

な
る
複
数
の
光
信
号
を
同
時
に
伝
送
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
当
初
の
光
海
底
ケ
ー

ブ
ル
に
使
わ
れ
た
中
継
器
は
、
弱
ま
っ
た

光
信
号
を
い
っ
た
ん
電
気
信
号
に
変
え
て

か
ら
増
幅
し
、
再
び
光
信
号
に
戻
し
て
送

る
必
要
が
あ
り
（
再
生
中
継
方
式
）、
光

情
報
が
瞬
時
で
海
を
渡
る

国
際
通
信
と
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
誕
生

世
界
初
の
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
歴
史
は
、

1
8
5
0
年
の
ド
ー
バ
ー
海
峡
に
敷
設
さ

れ
た
海
底
電
信
線
に
さ
か
の
ぼ
る
。
日

本
で
は
、
明
治
維
新
後
の
1
8
7
1
年
、

デ
ン
マ
ー
ク
の
大
北
電
信
会
社
に
よ
る
長

崎
～
上
海
、
長
崎
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間

に
敷
か
れ
た
海
底
電
信
線
に
よ
り
、
世
界

と
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
こ
ろ
の
通
信
は
電
信
、
い
わ
ゆ
る

光
ケ
ー
ブ
ル
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
は
Ｔ
Ｐ
Ｃ－

3
に
お
い
て
、
ケ

ー
ブ
ル
の
開
発
や
通
信
技
術
、
そ
し
て
敷

設
に
お
い
て
も
、
米
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
と
対
等
な

共
同
建
設
に
こ
ぎ
着
け
る
。

フ
ァ
イ
バ
ー
の
能
力
を
飛
躍
的
に
拡
大

光
増
幅
と
光
波
長
多
重
技
術

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
伝
送
容
量
は
、
90

海底ケーブルの略年表
海底ケーブルの出現と広がり
1850年●世界初の海底電信線がドーバー海峡　
　　　　　（英ドーバー・仏カレー間）に敷設
1866年●大西洋横断海底電信線が開通
1871年●デンマークの大北電信会社による長崎
　　　　　～上海間、長崎～ウラジオストク間の海底
　　　　　電信線が開通（日本初の国際通信開始）
1902年●英、世界一周海底ケーブル「All Red
 　　　 　Line」完成
　海底同軸ケーブルの普及と発展
1956年●世界初の大西洋横断同軸ケーブル
　　　 　「TAT-1」完成
1959年●「TAT-2」完成
1964年●第１太平洋横断ケーブル（ＴＰＣ－１）開通
1967年●海底ケーブル敷設船ＫＤＤ丸竣工
1969年●日本海ケーブル（ＪＡＳＣ）開通
1976年●第２太平洋横断ケーブル（ＴＰＣ－２）開通
1976年●日本・中国間ケーブル（ＥＣＳＣ）開通
1977年●沖縄・ルソン・香港ケーブル（ＯＬＵＨＯ）開通
1979年●沖縄・台湾間ケーブル（ＯＫＩＴＡＩ）開通
1980年●日本・韓国間ケーブル開通
　光海底ケーブル実用化へ
1986年●英国・ベルギー間に初の光海底ケー　
　　　 　ブル敷設
1988年●大西洋横断光海底ケーブル開通
1989年●日米間初の光海底ケーブル、第３太平　
　　　　　洋横断ケーブル（ＴＰＣ－３）開通
1990年●香港・日本・韓国ケーブル（Ｈ－Ｊ－Ｋ）開通
1992年●第４太平洋横断ケーブル（ＴＰＣ－４）開通
　　　　●海底ケーブル敷設船「ＫＤＤオーシャン
　　　　　リンク」竣工
1993年●ＡＰＣ開通
　光増幅・光波長多重技術による大容量化
1993年●日中間光海底ケーブル（Ｃ－ＪＦＯＳＣ）開通
1995年●第５太平洋横断ケーブルネットワーク
　　　　　（ＴＰＣ－５ＣＮ）南回りルート開通
1995年●ロシア・日本・韓国ケーブル（Ｒ－Ｊ－Ｋ）　
　　　　　開通
1996年●ＴＰＣ－５ＣＮ北回りルート開通（ルー　　
　　　　プ化完成）
1996年●ＡＰＣＮ開通
1999年●環日本列島情報ハイウェイ「JIH」運　
　　　　　用開始
　　　　●ＳＥＡ－ＭＥ－ＷＥ３開通
2000年●Ｃｈｉｎａ－ＵＳケーブルネットワーク開通
2001年●Ｊａｐａｎ－ＵＳケーブルネットワーク開通
　　　　●APCN2開通
2008年●日本・ロシア間海底ケーブル（ＲＪＣＮ）開通
2010年●日米間光海底ケーブル（Ｕｎｉｔｙ）開通
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シンガポール

香港
中国

千倉

ロサンゼルス

サンフランシスコ

ブルネイ

フィリピン

Unity

SJC

太平洋を中心としたグローバルネ
ットワーク図。平面地図上では分
かりにくいが、地球儀上でSJCと
Unityのラインを引くと、日本の本
州南部近くを通ることが分かる

光海底ケーブルは樹脂や金属で光ファイバーを保護し、敷設される場所の水深や海底の地質に応じ、
鋼線などで強化されたものが用いられる。漁具などで障害のリスクの高い浅海部では太い外装ケーブル
が、リスクの小さい深海部では細い無外装ケーブルが使われる。写真は、SJCで使われているケーブル

2012年11月19日、光海底ケーブル「SJC」の陸揚げ工事で、千
葉県南房総市千倉沖合約１kmに停泊したケーブル敷設船「KDDI 
PACIFIC LINK」から繰り出される光海底ケーブル

水深3000m以上

無外装ケーブル

水深1000m〜6000m

無外装遮蔽付ケーブル

水深1500mまで

外装ケーブル

ケーブル敷設船「KDDI PACIFIC LINK」内のケーブルタンクに積み
込まれる「SJC」ケーブル

P
A
R
T 
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は
10
億
）
が
限
界
と
さ
れ
て
き
た
常
識
が

破
ら
れ
、
Ｓ
Ｊ
Ｃ
で
は
、
当
初
か
ら
光
フ

ァ
イ
バ
ー
1
本
当
た
り
40
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
×

80
波
＝
3

・

2
Ｔ
ｂ
ｐ
ｓ
（
Ｔ
＝
テ
ラ
は

１
兆
）
を
伝
送
で
き
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
（
総
容
量
は
16
Ｔ
ｂ
ｐ
ｓ
）。

Ｓ
Ｊ
Ｃ
は
、
2
0
1
0
年
開
通
の
日
米

間
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
（
ユ

ニ
テ
ィ
）」
と
の
接
続
を
念
頭
に
計
画
さ

れ
て
い
る
。
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
は
、デ
ジ
タ
ル・

コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
・
デ
ィ
テ
ク
シ
ョ
ン
の
実

用
化
が
進
展
す
る
前
に
建
設
さ
れ
た
ケ
ー

ブ
ル
で
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
１
本
当
た
り
の

伝
送
量
は
10
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
×
96
波
、
お
よ
そ

１
Ｔ
ｂ
ｐ
ｓ
。
Ｓ
Ｊ
Ｃ
も
当
初
は
同
じ
規

格
で
計
画
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
急
速
な
変
革
が
起
き
る
中

し
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
で
は
、
陸
揚
局
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
か
ら
、
需
要
家
が
多
く
集
ま
る
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
ま
で

の
中
継
回
線
も
一
体
的
に
提
供
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｊ
Ｃ
に
も
こ
の
考
え
方
が
持
ち
込
ま
れ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
香
港
で
は
、
市
街
地
の

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
ま
で
Ｓ
Ｊ
Ｃ
が
提
供
す

る
。Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
地
の
利
を
生
か
し
て
、
千

倉
で
「
Ｓ
Ｊ
Ｃ
」
と
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
を

接
続
し
、
ア
メ
リ
カ
と
東
南
ア
ジ
ア
を
結

ぶ
予
定
だ
。
Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
側

の
端
局
か
ら
は
、
イ
ン
ド
、
中
東
方
面
へ

の
新
た
な
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
が
建
設
さ
れ

る
計
画
が
あ
る
。
実
現
さ
れ
れ
ば
、
そ
こ

を
通
る
デ
ー
タ
の
多
く
も
千
倉
に
集
ま
っ

て
く
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
。
国
際
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
千
倉
の
存
在
感

も
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

０・０
０
１
秒
単
位
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ロ
ー
レ
イ
テ
ン
シ
ー
の
追
求

国
際
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
競
争
は
世

界
的
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
世
界
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を

リ
ー
ド
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
が
、
ロ
ー

レ
イ
テ
ン
シ
ー
の
追
求
だ
。

ロ
ー
レ
イ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
直
訳
す
る

と
「
低
遅
延
性
」。
具
体
的
に
は
、
相
手

方
に
何
ら
か
の
処
理
を
要
求
し
て
か
ら
実

際
に
応
答
を
得
る
ま
で
の
時
間
が
短
い
こ

と
を
い
う
。
と
り
わ
け
重
要
視
さ
れ
る
の

は
、
金
融
取
引
な
ど
に
お
け
る
ミ
リ
セ
カ

ン
ド
（
0

・0
0
1
秒
）
単
位
で
の
向
上
だ
。

そ
れ
が
「
デ
ジ
タ
ル・コ
ヒ
ー
レ
ン
ト・

デ
ィ
テ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
高
速
伝

送
技
術
。
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
伝
送
量
を
再

び
爆
発
的
に
増
大
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
、

実
用
化
と
研
究
が
同
時
に
進
行
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
・
デ
ィ
テ

ク
シ
ョ
ン
と
は
、
そ
れ
ま
で
光
の
点
滅

（
振
幅
）に
よ
っ
て
伝
え
て
い
た
デ
ー
タ
を
、

光
の
周
波
数
に
お
け
る
位
相
変
化
に
よ
っ

て
伝
送
す
る
こ
と
で
、一
つ
の
光
（
波
長
）

に
乗
せ
る
こ
と
の
で
き
る
デ
ー
タ
の
量
を

何
倍
に
も
増
や
す
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
身
近
な
例
で
い
え
ば
、
ラ
ジ
オ

の
Ａ
Ｍ
（
振
幅
変
調
）
か
ら
Ｆ
Ｍ
（
周
波

数
変
調
）
へ
の
進
化
に
似
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
長
ら
く
１
波
（
一
つ
の
光
、

波
長
）
当
た
り
10
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
（
Ｇ
＝
ギ
ガ

ば
国
際
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の〝
ハ
ブ
〟な
の
だ
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
北
米
西
海
岸
を
海

底
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
こ
と
を
考
え
た
と
き
、

平
面
の
地
図
上
で
線
を
引
け
ば
、
グ
ア
ム

か
ら
ハ
ワ
イ
を
経
由
す
る
と
近
そ
う
に
思

え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
は
勘
違
い
だ
。
地

球
儀
で
同
じ
こ
と
を
し
て
み
る
と
、
実
は

日
本
の
南
が
最
短
距
離
の
線
上
に
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

と
り
わ
け
、
大
需
要
地
の
東
京
に
近
く
、

太
平
洋
に
突
き
出
し
て
い
て
、
し
か
も
す

ぐ
に
水
深
が
深
く
な
る
こ
と
で
ケ
ー
ブ
ル

が
傷
つ
け
ら
れ
に
く
い
と
い
う
好
条
件
を

揃
え
て
い
る
房
総
半
島
の
南
東
部
は
、
日

米
間
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ

て
、
北
米
に
至
る
海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
建
設

す
る
最
も
都
合
の
良
い
陸
揚
げ
・
中
継
点

に
な
る
の
だ
。

ま
た
、
Ｓ
Ｊ
Ｃ
と
Ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
は
、
新

し
い
考
え
方
も
共
有
し
て
い
る
。
従
来
、

海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
、
陸
揚
局
ま
で
し
か
建

設
し
な
い
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
。
し
か

市
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
千
倉
海
底
線
中
継
セ
ン
タ

ー
に
陸
揚
げ
さ
れ
、
建
設
が
始
ま
っ
た
。

2
0
1
3
年
央
に
開
通
予
定
だ
。

経
済
発
展
の
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

の
通
信
需
要
に
応
え
る
た
め
に
敷
設
さ
れ

た
Ｓ
Ｊ
Ｃ
は
、
今
ま
さ
に
進
展
し
つ
つ
あ

る
光
伝
送
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
、
最
新
の
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
だ
。

し
た
。

デ
ジ
タ
ル
・
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
・
デ
ィ
テ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
今

も
進
行
し
て
お
り
、
2
0
1
3
年
に
は
１

波
当
た
り
１
０
０
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の
伝
送
実
現

が
確
実
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
Ｓ
Ｊ
Ｃ
は
、
合
計
6
組
あ
る
光
フ

ァ
イ
バ
ー
の
う
ち
一
部
を
、
40
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ

に
最
適
化
さ
れ
た
仕
様
か
ら
、
1
0
0
Ｇ

ｂ
ｐ
ｓ
の
伝
送
に
最
適
と
考
え
ら
れ
る
仕

様
に
再
変
更
し
て
い
る
。

南
房
総・千
倉
は

国
際
ケ
ー
ブ
ル
の“
ハ
ブ
”

千
葉
県
南
房
総
市
に
あ
る
「
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
千
倉
海
底
線
中
継
セ
ン
タ
ー
」。
実
は
、

日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
米
国
を
ほ

ぼ
一
直
線
に
結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
、
い
わ

技
術
の
飛
躍
的
な
進
展
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
下
し
た
決
断

2
0
1
2
年
11
月
19
日
早
朝
。
日
本
と

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を

結
ぶ
全
長
約
9
0
0
0
㌔
㍍
の
光
海
底
ケ

ー
ブ
ル
「
Ｓ
Ｊ
Ｃ
（South-East A

sia 
Japan C

able

）」
が
、
千
葉
県
南
房
総

で
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
Ｓ
Ｊ
Ｃ

建
設
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
で
建
設

を
行
う
企
業
連
合
）
は
計
画
を
変
更
し
、

1
波
長
当
た
り
40
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
の
伝
送
に
最

適
化
さ
れ
た
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
、
中

継
器
を
挿
入
す
る
間
隔
を
狭
め
る
こ
と
に

Special Feature

成
長
続
く
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
を
結
ぶ
最
新
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル「
Ｓ
Ｊ
Ｃ
」。

そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
技
術
と
狙
い
を
探
る
。

 
日
本
と
東
南
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
光
ケ
ー
ブ
ル

「
S
J
C
」が
つ
な
ぐ
未
来

7 6TIME & SPACE 2012.12/ 2013.1TIME & SPACE 2012.12/2013.1



[特集] 日本と世界をつなぐ「情報の生命線」 海底ケーブル新時代

ら
せ
る
か
で
衝
突
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
。
締
結
交
渉
で
は
、
ま
さ
に
外
交
交
渉

さ
な
が
ら
の
駆
け
引
き
が
展
開
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
も
、
交
渉
に

は
2
年
を
要
し
た
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
豊
富
な
交
渉
経
験
を
も
と

に
各
国
の
通
信
事
業
者
と
太
い
パ
イ
プ
を

結
び
、
時
に
は
発
起
人
と
し
て
、
時
に
は

主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
し
て
新
規
建
設
や
更

新
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
積

Ｓ
Ｊ
Ｃ
の
総
容
量
は
、
当
初
の
予
定
で

は
16
Ｔ
ｂ
ｐ
ｓ
。
電
話
回
線
（
64
ｋ
ｂ

ｐ
ｓ
相
当
）
に
換
算
す
る
と
、
約
2
億

回
線
に
相
当
す
る
。
50
年
前
の
海
底
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｐ
Ｃ

－

1
が
同
1
3
8
回
線

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
隔
世
の
感
が
あ

る
が
、
も
は
や
比
較
す
る
こ
と
の
意
味
は

薄
い
だ
ろ
う
。
今
や
海
底
を
行
き
交
う
情

報
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
デ
ー
タ
通
信
で

あ
る
。

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
絡
み
合
う
。
通
信
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
電
気
、
材
料
、
そ
し
て
土
木
や
船
舶

な
ど
の
複
雑
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
集
積
に

よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
通
信
需
要
の
増
加
と
と

も
に
、
競
争
も
熾
烈
化
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
い
か
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
整
合

性
を
保
ち
な
が
ら
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
社
会
的
責
任
を
全
う
で
き
る
か
。
海
底

ケ
ー
ブ
ル
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
。

し
た
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
実
に
90
社
以
上

も
参
加
し
た
例
も
あ
る
と
い
う
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
構
成
は
難
し
い
。

ま
ず
は
参
加
メ
ン
バ
ー
を
い
か
に
集
め
る

か
。
巨
額
の
投
資
に
な
る
が
、
資
金
さ
え

あ
れ
ば
誰
で
も
歓
迎
さ
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
建
設
や
保
守
を
一
定
の
品
質
で
分
担

で
き
る
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

そ
し
て
、
参
加
者
間
で
は
利
害
の
対
立

も
起
き
る
。
再
び
伝
送
技
術
が
急
速
に
発

展
し
つ
つ
あ
る
今
、
通
信
需
要
が
旺
盛
で

今
に
も
逼
迫
し
そ
う
な
事
業
者
と
、
将
来

の
需
要
を
見
越
し
て
余
裕
を
持
た
せ
た
い

事
業
者
で
は
、
建
設
時
期
を
早
め
る
か
遅

も
速
い
、
欧
州
へ
の
最
短
距
離
を
求
め
る

ロ
ー
レ
イ
テ
ン
シ
ー
の
追
求
だ
。

光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
は
共
同
建
設

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
組
織
力

現
在
の
光
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
建
設
に
お

い
て
は
、
数
百
億
円
～
1
0
0
0
億
円

以
上
に
も
な
る
費
用
を
分
担
す
る
、
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
体
）
方
式
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
規
模

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
先
述
の
Ｒ
Ｊ
Ｃ
Ｎ

の
よ
う
に
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
ロ
シ
ア
最
大
の

通
信
会
社
ロ
ス
テ
レ
コ
ム
の
2
社
で
建
設

今
や
、
プ
ロ
の
市
場
参
加
者
た
ち
は
、

市
場
分
析
、
投
資
判
断
か
ら
発
注
ま
で
を

す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
自
動
化
し
た
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
取
引
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
多

用
し
て
い
る
。
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
世

界
を
駆
け
巡
る
時
、
彼
ら
に
と
っ
て
の

1
0
0
0
分
の
1
秒
の
差
は
、
時
と
し
て

巨
額
の
損
益
に
結
び
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

2
0
0
8
年
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
が
日
本
・

ロ
シ
ア
間
を
接
続
す
る
大
容
量
光
海
底

ケ
ー
ブ
ル
「
Ｒ
Ｊ
Ｃ
Ｎ(Russia-Japan 

C
able N

etw
ork)

」
を
敷
設
し
た
理
由

の
一
つ
も
、
東
南
ア
ジ
ア
～
イ
ン
ド
洋
～

中
東
経
由
の
ル
ー
ト
や
、
米
国
経
由
よ
り

Special Feature

2011年3月11日、巨大地震が東日本を襲った。三陸沖から茨城県沖に至る日
本海溝沿いにプレートが動き、海底で地すべりが発生。KDDIが関係する日米間
５系統の光海底ケーブルのうち、「Japan-US」など４系統が、20カ所以上で切
断されてしまった。茨城県沖80kmの洋上でケーブルの埋設工事に従事してい
た「KDDI OCEAN LINK」（以下、KOL）は、いったん母港・横浜に帰港し、
予備ケーブルを積み込んで、再度、茨城県沖に出動した。
「Japan-US」の被害は、最も深いところで水深6500ｍで障害が発生していた。
海底の斜面にあったケーブルは、地すべりによって深い方に流され、ケーブルの
位置が２kmも移動していたのだ。

海底ケーブルの切断が判明すると、日本近海の場合であれば、横浜港に常駐
しているKOLが現場に急行する。乗組員・エンジニアたちは365日待機し、遅
くとも24時間以内に出動できる体制を整えている。修理の窓口担当者や工事チ
ームを率いるリーダーは、就寝時も連絡専用の携帯電話を離さない。彼らの真
価が試されたのが、東日本大震災だった。

切断箇所は、事前におおよその位置は電気的に分かっても、ケーブルの状態
がどうなっているかは船上に回収するまで分からないため、「探線機」と呼ばれ
るフック状の機械を垂らすのだが、例えれば、富士山頂から麓めがけて、誰の
誘導も受けずにひっかけるようなもの。まさに職人技といえる。船上でケーブ
ルを再接続するのは、今で
もほぼ手作業。揺れる船内
で、髪の毛ほどの光ファイ
バーを慎重につなぎ合わせ
る。この接続は、所定の訓
練を受けて資格者証を有す
る「ユニバーサルジョイン
ト」と呼ばれる世界共通の
資格を持つエンジニアが行
っている。これも経験が品
質を保証する職人技である。

地震発生後、24時間体制
での修復作業は150日間に
わたって続いた。KDDIには、
同軸ケーブル時代からの50
年近い実績があり、切断リ
スクを低減するための経験
と技術、そしてインフラを
守るという高い使命感が受
け継がれている。

東日本大震災を越えて
「情報の生命線」海底ケーブルを守る

海底ケーブルの敷設や保守を行うケーブル・シップ「KDDI 
OCEAN LINK」（9510t。全長133.5m、全幅19.6m）

東日本大震災で切断さ
れた海底ケーブル

日
本 in th

e W
o

rld

サ
ク
ラ
ホ
テ
ル
で
国
際
交
流

そこは日本大好きな外国人が集まるところ。

年間に110カ国から利用客を迎える

国際色豊かなホテルに、

未来を見据えたコミュニケーションの

場づくりを取材した。

サクラホテルのエントランスには、
世界中からのゲストのスナップ写真がびっしり

取
材
・
文 

・
小
野
蓉
子
　

写
真
提
供 

・
米
田
和
久
／
サ
ク
ラ
ホ
テ
ル

「
ま
る
で
外
国
に
い
る
み
た
い
」

「
ア
イ
ン
・
プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
、
ア
イ
ン
・

プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
！
」

ジ
ョ
ッ
キ
を
掲
げ
て
歌
い
、「
乾
杯
！
」

の
歓
声
と
と
も
に
ビ
ー
ル
を
飲
み
交
わ
す
。

こ
こ
は
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
な
く
、

東
京
・
池
袋
の
サ
ク
ラ
カ
フ
ェ
。
10
月
の

あ
る
週
末
に
催
さ
れ
た
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ

ェ
ス
ト
の
一
幕
で
あ
る
。

声
を
合
わ
せ
、
グ
ラ
ス
を
ぶ
つ
け
る
だ

け
で
、
初
対
面
の
相
手
に
で
も
気
軽
に
声

を
か
け
ら
れ
る
か
ら
不
思
議
だ
。

隣
の
テ
ー
ブ
ル
に
い
た
の
は
、
デ
ン
マ

ー
ク
か
ら
来
た
ば
か
り
と
い
う
青
年
。
友

人
を
訪
ね
て
初
め
て
の
来
日
だ
と
い
う
。

向
こ
う
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
会
社
員
ら
し

い
グ
ル
ー
プ
と
外
国
人
男
性
が
一
緒
に
な

っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
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